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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
齋
藤
記
念
病
院
は
、

本
年
も
さ
ら
に
地
域
医
療
に
積
極
的
に
参
画
し
、
患
者

さ
ん
に
選
ば
れ
る
病
院
を
実
践
し
、
医
療
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

過
去
に
２
０
２
５
年
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
久
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
と

介
護
の
ニ
ー
ズ
を
合
わ
せ
持
つ
高
齢
者
が
増
大
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推

進
法
に
よ
り
、
医
療
と
介
護
の
一
体
的
な
提
供
を
可
能

と
す
る
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
、
齋
藤
記
念
病
院
は
、

１
月
に
は
塩
沢
地
区
の
診
療
所
を
引
き
継
ぎ
「
ほ
う

じ
ゅ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
開
院
、
４
月
に
は
、
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
「
ラ
イ
フ
ィ
ニ
テ
ィ

石
打
」
を
、
石
打
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
、
切
れ
間
の
な

い
医
療
、
介
護
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
地
域
医
療
構
想
」

と
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
考
え
、
実
践
し
て

ま
い
り
ま
す
。
地
域
医
療
構
想
は
、
急
性
期
か
ら
回
復

期
、
慢
性
期
ま
で
、
将
来
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
予
測
を
踏

ま
え
、
関
係
者
の
協
議
に
よ
っ
て
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
も
の
で
、
今
後
の

当
院
の
展
開
に
ご
注
目
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
一
方
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
要
介
護
の
状
態
と
な
っ

て
も
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る

体
制
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、
ま
さ
し
く
当
院
の
実
践

し
て
き
て
い
る
姿
で
あ
り
ま
す
。
地
域
医
療
構
想
と
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、車
の
両
輪
の
関
係
に
あ
り
、

お
互
い
が
補
完
し
あ
う
こ
と
で
、
医
療
と
介
護
の
連
携

を
推
進
し
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
豊
か
に
老
い
る
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
記
念
病
院
は
、
新
潟
県
で
最
も
病
床
利
用
率
が

高
い
病
院
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
こ
の
医
療
圏
で
は
療

養
が
必
要
な
慢
性
期
の
患
者
さ
ん
が
群
馬
県
に
流
出
し

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
こ
の
２
つ
の
問

題
な
ど
を
解
決
す
べ
く
ス
タ
ー
ト
し
、進
展
す
る
の
が
、

２
０
２
４
年
と
捉
え
て
い
ま
す
。

謹
賀
新
年

福

田　

修

病
院
長



専
門
医
が
教
え
て
く
れ
る
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

齋
藤
記
念
病
院
の
取
り
組
み

皆
さ
ん
が
「
口
腔
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
時
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
歯

磨
き
＝
清
掃
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
「
口
腔
ケ
ア
」
に
は
清
掃
以
外
の
意
味

が
あ
る
と
い
う
事
を
最
初
に
お
伝
え
し
ま
す
。
本

来
「
口
腔
ケ
ア
」
の
意
味
す
る
も
の
に
は
大
き
く

次
の
3
本
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

１　

清
掃

２　

環
境
整
備

３　

機
能
向
上
（
維
持
）

１
の
〝
清
掃
〞
と
は
、
お
口
の
中
を
き
れ
い
に

清
掃
し
清
潔
な
状
態
を
保
つ
事
を
意
味
し
ま
す
。

お
口
の
中
が
清
潔
な
状
態
に
保
た
れ
な
い
と
全
身

状
態
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
の
〝
環
境
整
備
〞
は
、
お
口
の
環
境
を
整
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
「
虫
歯
で
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
る
」

「
入
れ
歯
が
壊
れ
て
い
る
」「
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
状
態
を
治
す
と
い
う
こ
と
が
、
お
口
の

環
境
を
整
え
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

３
の
〝
機
能
向
上
（
維
持
）〞
と
は
、
お
口
の

機
能
を
維
持
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
口
に
は「
食
べ
る
」「
飲
み
込
む
」「
話
す
」「
表

情
を
作
る
」
な
ど
様
々
な
機
能
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
〝
食
べ
た
り
話
を
し

た
り
と
い
う
楽
し
み
〞を
保
つ
事
に
繋
が
り
ま
す
。

「
口
腔
ケ
ア
」
を
行
う
こ
と
が
疾
病
予
防
と
共

に
健
康
の
回
復
、
人
と
し
て
の
喜
び
を
保
つ
事

に
繋
が
る
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

齋
藤
記
念
病
院
に
は
多
く
の
患
者
様
が
入
院
さ

れ
て
い
ま
す
。
入
院
中
は
今
ま
で
自
分
で
出
来
て

い
た
歯
磨
き
が
難
し
く
な
る
（
清
掃
不
良
）、
抵

抗
力
の
低
下
に
よ
り
歯
肉
が
腫
れ
や
す
く
な
る

（
お
口
の
環
境
の
崩
れ
）、
人
と
話
す
こ
と
が
少
な

く
な
る
（
機
能
低
下
）
な
ど
の
事
が
起
こ
り
易
く

な
り
全
身
へ
の
良
く
な
い
影
響
を
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
入
院
患
者
様
に
対
し
て
定
期
的
に

歯
科
医
師
が
介
入
し
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
口
腔

ケ
ア
に
お
け
る
不
安
点
や
質
問
を
聞
き
、
実
際
に

患
者
様
の
お
口
に
触
れ
な
が
ら
健
康
回
復
の
一
助

と
し
て
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

患
者
様
一
人
一
人
お
口
の
状
況
が
違
う
事
か

ら
、
そ
の
方
に
合
っ
た
口
腔
ケ
ア
を
行
う
事
が
大

切
で
あ
る
と
認
識
し
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
口
腔
ケ
ア
」
の
持
つ
意
味
、
そ
の
重
要
性
、

そ
し
て
齋
藤
記
念
病
院
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今中直子

病棟担当　歯科医師





介護保険を利用されている方は、ケアプランの作成が必要になりますので、まずはケアマネー
ジャーさんにご相談ください。介護保険を利用していない方、通院が可能な方でも条件によっ
ては訪問リハビリが可能な場合がございますのでお気軽に当院までご相談ください。
今後、在宅医療の需要、医療・介護の連携の重要性はさらに高まっていくものと思われます。
当院のリハビリテーション室としましても、入院リハビリ・外来リハビリ・訪問リハビリを三
本柱として医療と介護の連携強化を考えた取り組みを行っていきたいと考えております。そし
て患者様、利用者様がその人らしく在宅生活を送ることが出来るよう努めてまいります。
引き続き、何卒宜しくお願い申し上げます。

今回は、地域リハビリテーションについてお話させていただきます。何らかの病気や怪我によって
生活がしづらくなった方にとって、在宅復帰後もリハビリを必要とされる方は多くいます。地域でそ
の人らしく暮らすためには、ニーズを引き出し、生活を多面的にアプローチすることが求められます。
昨今のリハビリテーションの位置づけは、医療保険下にとどまらずその垣根を超えて地域リハビリ
テーション、すなわち介護保険下での関わりや在宅での必要性が重要視されています。俊榮会としま
しても、更に必要性の高まる介護分野においての取り組みを行っており、その一環として訪問リハビ
リテーション事業を昨年の８月より開始しております。
訪問リハビリテーションとは、リハビリ専門職が利用者様のご自宅に実際にお伺いして、日常生活
の自立・向上、家庭内の役割や社会参加の向上を図る事が目的のサービスです。利用者様のご自宅に
お伺いする事で、実際の生活場面と利用者様個人に合わせたリハビリテーションが行える事が特徴で
す。現在は、理学療法士が月・火・木・金曜日の午後に訪問リハビリテーションを行っています。

訪問リハビリ開始までの流れを
簡単にご説明いたします。

となっております。

④訪問リハビリの
　開始

①当院へ訪問リハビリ
の申し込み

②当院の医師による
　訪問診療

③訪問リハビリの
　指示書作成

対象となる方は、
◎要介護、要支援認定を受けている方
◎通院が困難で自宅でのリハビリテーショ
ンを希望される方

◎医師により訪問リハビリが必要と判断さ
れた方

◎南魚沼市、南魚沼郡在住の方が挙げられ
ます。

現在の生活で、以下のことでお困りの
方はぜひご相談ください。
◎高齢やその他理由で移動手段がなく自宅
でリハビリを希望する方

◎退院直後などで自宅での日常生活動作や
家事動作に不安のある方

◎自立を目指したい方
◎在宅生活の中で、日常生活動作や家事動
作に不安や問題がみられてきている方

◎在宅療養など行っている難病疾患の方
など



専
門
医
が
教
え
て
く
れ
る
脳
卒
中
予
防
十
カ
条

脳
卒
中
起
き
た
ら
す
ぐ
病
院
へ
：
早
期
発
見
・
早
期
受
診

第
８
弾

い
よ
い
よ
脳
卒
中
予
防
十
か
条
シ
リ
ー
ズ
も
最

後
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
「
脳
卒
中
起
き
た
ら

す
ぐ
病
院
へ
」
で
す
。

脳
卒
中
は
脳
の
血
管
の
病
気
で
、
血
管
が
詰
ま

る
「
脳
梗
塞
」、
血
管
が
破
れ
る
「
脳
出
血
」「
く

も
膜
下
出
血
」
の
３
つ
あ
り
、
７
：
２
：
１
の
割

合
で
発
症
し
ま
す
。脳
卒
中
は
死
因
の
第
４
位
で
、

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
寝
た
き
り
・
要
介

護
の
原
因
第
１
位
の
病
気
で
す
（
令
和
４
年
度
）。

一
度
発
症
す
る
と
大
変
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
お
話

し
て
き
た
予
防
が
と
て
も
大
事
で
す
。
し
か
し
、

脳
卒
中
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
…
と
に
か
く
速
や

か
に
病
院
で
治
療
を
行
う
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生

活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
脳
卒
中
（
主
に
脳
梗
塞
・
脳
出
血
）

早
期
発
見
の
合
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
A
C
T

F
A
S
T
」
で
す
。

F
（
F
a
c
e
）：
顔
が
歪
ん
で
い
る
、
片
側
の
口

角
が
下
が
る

A
（
A
r
m
）：
腕
の
力
が
入
ら
な
い

S
（
S
p
e
e
c
h
）：
呂
律
が
回
ら
な
い
、
言
葉

が
出
な
い
、
他
人
の
言
う
こ
と
が
理
解
で
き
な
い

T
（
T
i
m
e
）：
症
状
が
出
た
時
刻
を
確
認

A
C
T
（
a
c
t
i
o
n
）：
突
然
の
F
A
S
T
を

認
め
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

顔
・
腕
・
言
葉
以
外
に
も
、
突
然
意
識
が
悪
く

な
る
、
半
側
の
し
び
れ
、
物
が
２
つ
に
見
え
る
、

視
野
の
半
分
が
欠
け
る
、
め
ま
い
や
フ
ラ
フ
ラ
し

て
歩
け
な
い
な
ど
も
脳
卒
中
の
症
状
で
す
の
で
、

病
院
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
く
も
膜
下
出
血
の
場
合
は
、
突
然
の
激

し
い
頭
痛
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
頭
痛
、

意
識
障
害
な
ど
で
発
症
し
ま
す
。
主
に
脳
動
脈
瘤

の
破
裂
に
よ
り
お
こ
り
、
1
／
3
の
方
は
亡
く
な

る
怖
い
病
気
で
す
。
再
破
裂
す
る
と
死
亡
率
が
上

が
る
の
で
救
急
車
を
呼
ん
で
早
急
な
治
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
と
い
う
点
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
も
あ
り

ま
す
。
自
覚
症
状
の
出
に
く
い
脳
の
病
気
に
対
し

て
早
期
発
見
と
予
防
を
目
的
と
し
た
予
防
医
学
で

す
。
無
症
候
性
脳
梗
塞
、
脳
微
小
出
血
、
未
破
裂

脳
動
脈
瘤
、
脳
腫
瘍
、
頚
動
脈
の
狭
窄
、
脳
血
管

の
狭
窄
・
閉
塞
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
症
状
が
出

る
前
に
治
療
が
可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
期
発
見
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
脳
卒
中
は
脳
の
血
管
の

病
気
で
す
。
予
防
に
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂

質
異
常
症
・
喫
煙
・
多
量
飲
酒
と
心
房
細
動
の
管

理
が
大
切
で
す
。
発
症
し
た
場
合
は
、
時
が
命
、

A
C
T
F
A
S
T
で
す
。

〜
脳
卒
中
予
防
十
カ
条
〜

①
手
始
め
に
　
高
血
圧
か
ら
　
治
し
ま
し
ょ
う

②
糖
尿
病
　
放
っ
て
お
い
た
ら
　
悔
い
残
る

③
不
整
脈
　
見
つ
か
り
次
第
　
す
ぐ
受
診

④
予
防
に
は
　
た
ば
こ
を
止
め
る
　
意
志
を
持
て

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
　
控
え
め
は
薬
　
過
ぎ
れ
ば
毒

⑥
高
す
ぎ
る
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
　
見
逃
す
な

⑦
お
食
事
の
　
塩
分
・
脂
肪
　
控
え
め
に

⑧
体
力
に
　
合
っ
た
運
動
　
続
け
よ
う

⑨
万
病
の
　
引
き
金
に
な
る
　
太
り
す
ぎ

⑩
脳
卒
中
　
起
き
た
ら
す
ぐ
に
　
病
院
へ

さ
ら
に

⑪
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

⑫
い
わ
し
・
さ
ん
ま
な
ど
の
背
中
の
青
い
魚
を

　
た
べ
ま
し
ょ
う

小山新弥

・オーソモレキュラー・ニュート
リション・プロフェッショナル
認定医

・臨床分子栄養医学研究会 認定医
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診療科 医師名 受付時間 月 火 水 木 金 土

脳神経外科 福 田 　 修 午前 ８：30~11：30 〇 〇 〇 〇 〇
小 山 新 弥 〇

乳腺・胸部外科
【予約制】 鬼 頭 隆 尚 午前 ８：30~11：30 ★ ★ ★ ★ ★ ★

肛門・乳腺・消化器外科 廣 田 正 樹 午前 ８：30~11：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整形外科・リウマチ科
【予約制】

池 田 三 香
午前 9：30~12：00 ★ ★
午後 1：30~ 3：30 ★

巻島由紀子 午前10：00~11：30
※第１・２・４土曜日のみ ★

山 中 力 仁
午前 9：00~11：30 ★ ★
午後 1：30~ 4：30 ★ ★

内　科
【予約制】

青 木 　 聡 午前 9：00~12：00 ★
廣 田 喜 一 午前 9：00~11：30 ★

内　科 担 当 医
午前 9：00~11：30 〇
午後 1：30~ 4：30 〇

神経内科
【予約制】

石 原 智 彦 午前 9：00~11：30
※第１土曜日のみ ★

石 黒 敬 信 午前 9：00~11：30
※第２土曜日のみ ★

三 木 健 司 午前 9：00~11：30
※第４土曜日のみ ★

甲状腺外科
【予約制】

筒 井 英 光
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00
※第１月曜日のみ

★

伊 藤 純 子
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：1/17・2/14・3/13
★

小 野 怜 子
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：1/26・2/16・3/22
★

オーソモレキュラー外来
【予約制】 小 山 新 弥 午後 2：00~ 4：00

※詳細はお問い合せください。 ★

［ 齋藤記念病院　外来医師診察予定 ］

○印は予約不要です。★印の診療科は予約制となっております。
お電話での予約又は変更等のお問い合わせは、月・火・木・金の
午後２：00〜５：00の間にお願いいたします。（☎025-773-5111）
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